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中世あわらの豪族・溝江一族

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あわら市郷土歴史資料館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般展示室企画展示ゾーン

あわら市域は中世においてその大半を河口荘、坪江上郷・下郷という奈良興福寺の荘園に

含まれていました。河口荘は十郷で構成され、その中のひとつに溝江郷があり、そこを

本拠地として活躍していたのが溝江氏です。しかし、彼等がどのような一族でどんな活

躍をしていたのかあまり知られていません。本展ではあわらで活躍した豪族・溝江氏につ

いて古文書史料を中心に紹介してまいります。

1 　 金 津 城 溝 江 落 城 之 図

志 田 　 彌 廣 氏 筆（ 1 9 8 2 年 　 あ わ ら 市 所 蔵 ）

この絵は溝江氏の居城、

金津城が加賀・越前の一向

一揆勢に攻められ、落城し

た時の様子が描かれてい

ます。

『朝倉始末記』によると、

天正二（1574)年二月十日

に総勢二万余りで取囲れ、

十九日には落城しました。

城主大炊允長逸、その父

河内入道宗天（景逸）、長逸

の弟で菩提寺の妙隆寺住職

辨栄等をはじめとした一族

三十余人が自害して果てま

した。

ただ一人、長逸の子の長氏

は難を逃れ、その後織田、

豊臣に仕え家を再興します。

本絵は朝倉始末記の記述

を元に、志田彌廣氏が

描いたもので、緊迫した

様子が伝わってきます。
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　2　溝江郷と溝江氏

地名として溝江の名前が史料に現れるのは、奈良時代の東大寺荘園に「溝江荘」が見ら

れるのが最初です。その後、平安時代後半に奈良・興福寺の荘園・河口荘に含まれ「溝

江郷」となりました。現在の稲越から谷畠あたりにあったと考えられています。河口荘

は興福寺にとって有力な荘園であったため、記録の中にしばしば登場します。室町時代

においては有力武士が代官に任命され、溝江郷では越前守護代の甲斐氏や、後に越前国

室 町 時 代 後 期 の 嶺 北 北 部 絵 図

（『 大 乗 院 寺 社 雑 事 記 』文 明 十 二 ( 1 4 8 0 ) 年 七 月 条 ）

を治めるようになる朝倉氏などが代官と

なっています。

さて、溝江氏とはどのような一族だったの

でしょうか？『朝倉義景亭御成記』では、

同名衆の中に溝江の名前が見られ、また

江戸時代に作られた家系図には朝倉氏庶流

とあります。しかしこれらを裏付ける史料

はとぼしく、正確にどのような出自なのか

はわかりません。史料で最初に溝江氏の

名前が登場するのは、『大乗院寺社雑事記』

明応五 (1496）年の記事の中に、溝江郷

代官として「溝江殿朝倉党」と出てきます。

これ以降は朝倉氏の家臣として活動が散見

されるようになります。主に一向一揆との

戦いで活躍します。その戦いの中で軍功を

上げ勢力を伸ばしていきます。

溝江氏の本拠地は苗字の由来でもある溝江郷に

ありました。明治時代の地籍図には館跡と記さ

れた区画が残っており、一辺約 100ｍの方形に

近い形をしています。

旧金津町の時代、館跡内、堀、周辺部と 3箇所

の調査を行っています。それらの場所からは

13 ～ 16 世紀の遺物が出土しています。溝江氏

の活動が見られるより前のものも含まれており、

出土遺物の内容もあわせて推察すると、この辺

は古くから溝江郷の中心地として栄えていたと

考えられます。
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明治時代の地籍図見られる溝江館跡
は調査地点



　3　溝江氏中興の祖 長氏

右の家計図は京都大学文学研究科所蔵の『溝江

家系図』（影写本）を元に、他の史料で補い作

成しました。景逸より前の代では「溝江彦次郎」

「溝江虎市」などの名が『大乗院寺社雑寺記』

に見られますが、景逸とどのような関係にあっ

たのかは残念ながらわかりません。

さて、金津城落城の難から逃れた長氏ですが、

その後織田家に仕えて家を再興します。下に

掲載した『羽柴秀吉書状』（原本：石川武美記

念図書館所蔵）に、魚津城攻に参加している

ことが書かれています（ポイント①）。この魚

津城攻めは北陸方面司令官の柴田勝家が行っ

ており、その軍に参加しているのは北陸に所

領を持っている人々が中心でした。そこから

推測すると、この文書が発給された天正十

（1582）年には、長氏は家を再興し、北陸に

所領を持っていたものと考えられます。
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前頁の史料に見られるように、

秀吉と個人的なつながりを持っ

ていた長氏は、信長が倒れた後

は秀吉に仕え、目立たないなが

らも確固たる地位を築いていき

ます。これは他の史料から伺え

ることですが、長氏は人とのつ

ながりをとても大事にした人物

だったようで、さまざまな人に

さりげない気遣いを行い、豊臣

政権内で信頼を得ていました。

そして晩年に大幅な加増を受け

所領を１万石強まで引き上げら

れました。上掲の文書はそのと

きの目録です。地名を見ると、

現在とほぼ同じであることがわ

かります。また、拝領した所領

は加越台地と竹田川に挟まれ

た、早くから開拓が進んだ良地

であることが見て取れます。

豊 臣 秀 吉 知 行 宛 行 目 録（ 影 写 本 、原 本 所 蔵：彦 根 城 博 物 館 ）

(1)(2)(3)(4)(5)(6)(7)(8)(9)(10)(11)(12)(13)(14)

(15)(16)(17)(18)(19)(20)(21)(22)(23)
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しかし領内の寺院を保護し、公平に取

り扱っていたことが伺えます。

また、下段の文書は豊臣政権で五奉行

の一人だった長束正家からの書状で

す。本文は長氏からの心遣いに対する

お礼状ですが、注目すべき点は袖書に

記されています。内容は、以前長氏が

申請した金津橋（現市姫橋と推定）

架橋について許可が降りるので準備を

しておくようにと書かれています。

これが金津橋架橋に関する最初の史料

で、恐らく長氏が竹田川に橋を架けた

最初の人物だったと考えられます。長

氏の父や祖父の代では、竹田川は一向

一揆との戦いにおける防御線として重

要な意味を持っており、そこに戦いを

不利にする橋を架けるわけにはいきま

せんでした。しかし長氏の代になり、

国内の戦争が少なくなった結果、戦略

上の意味より、領民の生活を優先して

竹田川に橋を架けることを決断したと

思われます。

溝 江 長 氏 寄 進 状（ 原 本 所 蔵：安 養 院 ）

　 　 　 　 市 指 定 文 化 財

朱 銀 振 分 塗 伊 予 札 二 枚 同 具 足（ 左 ）

溝 江 家 家 紋 入 旗 幟（ 右 ）

　 　  （ 共 に あ わ ら 市 所 蔵 ）

長 束 正 家 書 状（ 原 本 所 蔵：早 稲 田 大 学 図 書 館 ）
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右掲の鎧は長氏所用と伝わっているもので、隣の旗

幟と一緒に、溝江氏の御子孫から旧金津町時代に寄

贈いただいたものです。篭手や佩楯に使用されてい

る南蛮鎖や家地に使われている布は当時としては高

級品を使っており、このあたりを治める領主として

ふさわしいものです。

また幟に描かれている家紋は一つ木瓜紋で鎧の篭手

にも同じ紋が入っています。三つ木瓜紋を使用して

いた朝倉氏との関連がこれからも推測されます。

４　溝江氏の政治

溝江氏の治政を知ることができる史料はほとんど

残っていませんが、下掲の二つの文書はわずかなが

ら教示してくれます。

上段の文書は、市内に残る数少ない溝江氏発給の文

書で、寺領と屋敷の寄進状です。寄進を受けたのは

安養院で、ここは浄土真宗高田派の寺院で、溝江氏

が信仰していた日蓮宗とは宗派が異なります。



5　その後の溝江氏

滅亡の淵に立たされな

がらも、豊臣政権で堅

実な活動の末、大名格

まで知行地を増やした

長氏は慶長五 (1600)

年に京都の深草で亡く

なります。跡を継いだ

のは息子の長晴です。

しかし、後を継いです

ぐに行われた関が原の

戦いの関係で所領を没

収され、金津から追わ

れてしまいます。
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あ わ ら 市 郷 土 歴 史 資 料 館

福 井 県 あ わ ら 市 春 宮 二 丁 目 1 4 - 1 金 津 本 陣 I K O S S A 2 階

電 話： 0 7 7 6 - 7 3 - 5 1 5 8 　 F A X ： 0 7 7 6 - 7 3 - 1 0 3 8

長晴は浪人生活を送りながら、さまざまな伝を頼り金津への復帰を働きかけていきまし

た。しかしその願いは叶わず、最後は寛永五 (1628)年に彦根藩に仕官し井伊家の家臣

となりました。子孫はその後も彦根藩士として明治まで仕えていきました。その関連も

あり、彦根城博物館には散逸した溝江文書の影写本が伝わっており、溝江家のことを知

る貴重な手がかりとなっています。


